SUTDY OF HARBOR CONSTRUCTION BY LOCAL INHABITANTS : I CLARIFY LOCAL INHABITANTS PROPERTY WHO PROMOTE HARBOR CONSTRUCTION by 加藤 航平
民間築港女川の研究 : 港湾開発を推し進めた地元
住民の姓名の動きから読み解く
著者 加藤 航平
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 5
発行年 2016-03-24
URL http://hdl.handle.net/10114/12858
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要 Vol.5(2016 年 3 月）                    法政大学 
 
民間築港女川の研究 
ー港湾開発を推し進めた地元住民の姓名の動きから読み解くー 
 
SUTDY OF HARBOR CONSTRUCTION BY LOCAL INHABITANTS  
- I CLARIFY LOCAL INHABITANTS PROPERTY WHO PROMOTE HARBOR CONSTRUCTION - 
 
 
加藤航平 
Kohei KATO  
主査 岡本哲志教授   副査 陣内秀信教授・高村雅彦教授  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
Onagawa harbor was constructed by local inhabitants.  The power of  local inhabitants was created in a 
fishing village. It was started in modern times. Because  Onagawa harbor has good location for big ships.So , 
local inhabitants started constructing Onagawa harbor in modern.[An idea for constructing harbor at Onagawa. ] 
was manual for local inhabitants. Local inhabitants depended on the book. After local inhabitants had 
constructed a harbor, Otosuke,Isomura came Onagawa town, and he participation in constructing harbor at 
Onagawa. It had limit constructed by local inhabitants. After Otosuke Isomura had came Onagawa town, 
constructing harbor was more big plan. And Onagawa harbor became good fishing port.  
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１． はじめに 
女川町は、宮城県石巻市の東側に位置し、南は大六天
山などの高峰を境に旧牡鹿町、北には北上山脈を境に雄
勝町がある。3，11 の震災では最も被害を受けた地域の
一つであった。漁港や商港に適した日本有数の港である
女川港を中心に発展してきた女川町は、指ヶ浜、御前浜、
尾浦、竹浦、桐ケ崎、女川浜、石浜、宮ヶ崎、浦宿、鷲
神浜、小乗浜、針浜、高白浜、横浦、大石原浜、野々浜、
飯子浜、塚浜、出島、江島による 20 の集落から構成さ
れている地域である。 
女川港は近代に地元住民によって築港されたもので
ある。もともと漁村集落であった土地に港を造り上げた
のであった。民間築港という国内でも少ない事例である
女川港の築港を成し遂げた、地元住民によるエネルギー
とはなんであったのか、本論文では明らかにしていきた
い。 
 
２． （姓名分布からみる近代港湾女川港の発展に
関する背景） 
（１）本家本元といわれる集落の起こり 
女川町に震災前の平成 23 年に存在した姓名は、旧来
からの姓名と、近代港湾開発による発展に伴って女川町
に流入した姓名の 2 種類に分類できる。このうち、近代
港湾開発に伴って流入した姓名のルーツをたどること
はできないものの、旧来の姓名に関しては、そのルーツ
を追うことができる。 
女川町に旧来から存在していた主要な姓名には初代
大肝入の女川浜の丹野姓、そして丹野姓から大肝入の役
職を継いだ横浦の木村姓を中心に、鈴木、千葉、遠藤、
石森、阿部姓が主に存在した。そしてそれらの姓名には
ルーツとなる浜がある。 
木村姓は横浦が本家本元である。横浦は大六天山を背
後に控え、大六天山の頂上にある三国神社の神主の役目
についても横浦の木村姓が担っていた。大六天山の三国
神社に関しては横浦以外の集落でも信仰されていた宗
教空間の中心でもあった。そこから高白浜、小乗浜、鷲
神へと別家を出していくことで勢力を拡大している。鈴
木、千葉姓は尾浦が本家本元であり、鈴木姓に関しては
尾浦から周辺の浜（指ヶ浜、御前浜、竹浦、桐ケ崎）に
別家を出すことで勢力を拡大している。丹野姓は中世の
ころ葛西氏の家臣であった姓名といわれ、女川浜が本家
本元でありそこから外の浜に別家を出すことはしなか
ったようである。 
（２）五部浦湾エリアの漁村集落について 
五部浦湾は、女川湾の南西に位置し、湾に面して横浦、
大石原浜、野々浜、飯子浜、塚浜の 5 つの浜から構成さ
れてきた。高白浜、小乗浜は女川湾内に位置する浜であ
るが、木村姓が多いなど、横浦との関係を考慮してここ
で取り上げる五部浦湾エリアに含めた。このエリアの飯
子浜、塚浜意外の浜には木村姓が多く分布している。そ
の木村姓の本家となる集落は先に述べたように大六天
山の三国神社を背後にひかえる横浦であった。 
そのことを踏まえると横浦の木村姓が高白浜、小乗浜
へと別家を出していった仕組みが読み解ける。鷲神浜、
女川浜に至るまで木村姓の勢力は及んでいた。安永 2 年
の時点で鷲神浜以外の集落の戸数は確認されているた
め、このような別家の仕組みはそれ以前に起こっていた
とわかる。 
 
図１木村姓の分布の広がり方 
横浦をはじめとする、木村姓が多く分布する 3 つの浜
と大石原浜を見てきたが、いずれの浜にも二渡神社を祀
るという共通性がある。横浦は大六天山にある三国神社
が村社だが、集落内には二渡神社も置かれている。新た
な村を新設する時、神社も同時に分社する仕組みがあっ
たと思われる。しかしながら現段階では仮説である。 
 
図 2 各浜の神社 
このように木村姓の勢力は拡大されていく。 
３． 女川湾に光が当てられるまで 
（１）近世の東北で重要視された舟運の仕組み 
近世になると徳川幕府の統治下で広域の航路が整備
され、舟運の仕組みは中世から革新される。寛永 11 年
（1671 年）河村瑞賢によって東廻り航路が整備され日本
列島全域にわたる舟運が行われるようになった。そこで
仙台藩では藩内で収穫される米をこの東廻り航路を利
用して幕府に送るため舟運の仕組みを新しく設計した。
その仕組みで最も重要視されたのは河口湊である。北上
川や阿武隈川などの河口湊に藩の米蔵が置かれ、河川の
流域にある土地で生産された米は河口湊に集約される
ようになった。  
舟運の軸となるように流路の改修が行われていた北
上川の河口に位置する石巻がこの東廻り航路の寄港地
になる。北上川の河口湊である石巻は元和 8 年（1622
年）に仙台藩の米蔵が、寛永期には南部藩の米蔵も設置
され、石巻から千石船で江戸へ廻漕するルートが確立さ
れた。石巻は流域に米の生産地を多く持つ北上川の河口
湊として大いに発展した。それからは江戸への廻米積出
港になり東海大一の大湊と呼ばれるようになる。 
（２）河口港の欠点を改善する壮大な運河計画 
仙台藩は河口湊を軸にした舟運の仕組み利点ばかり
ではなく、問題点も同時にかかえていることから、その
問題を改善する運河計画を構想した。その運河計画とは
北上川と阿武隈川を海岸沿いに伸びる運河でつなぐも
のであった。この計画が実現すると両河川の間を通航す
る船は海に出なくてよくなり、波の影響を気にせずに移
動することができるようになる。そして堆積土砂による
影響を受けやすい河口湊の機能を補完する役割も担う
ことができた。この運河計画は仙台城を中心に据えて計
画されており、物資が滞りなく仙台城下にまで輸送され
るようになる計画でもあった。 
 その構想をもとに最初に着手したのが木曳堀であり、
慶長年間(1596～1615）に着手、延宝年間（1673～81）
に完成した。この堀によって阿武隈川から名取川、広瀬
川への舟運ルートができた。次に着手したのが舟入堀で
あり、万治年間（1658～61）に着工、寛文年間（1661～
73）に竣工した。旧七北川が湊浜に流れていたのを流路
変更したことに伴って、代替として舟入掘が造られた。
この堀ができることで塩竃が通過湊と化してしまうな
ど仙台藩内の湊に大きな影響を及ぼした。松島湾と阿武
隈川が堀によってつなげられることで太平洋の波を気
にすることなく舟運をすることができるようになる。北
上川まで堀が通されるのは近代になってからであった。 
 
 図３仙台藩が構想した運河網 
 
（３）女川に関して －天然の良港としての側面－ 
女川湾においても他の天然の良港と同様に注目を受
け始める。女川湾は近世まで河川による後背地とのつな
がりがなかったために港として期待されてこなかった
が、近代になって船の大型化があり、維持に費用や労力
をかけずに水深を確保できるために天然の良港として
注目されるようになったのである。 
 野蒜築港は明治 11 年にこのような舟運環境に大きな
変化があった中で起工された。そして野蒜築港に関連し
た運河工事は女川湾の築港に対して大きな影響を与え
ることになる。明治 11 年には宮城県令と岩手県令の間
で鷲神地峡開削による女川湾の築港が話し合われた。こ
の計画は実現しなかった。しかし、後の一連の女川築港
に関する請願の始まりである出来事であった。 
４． （具体化に向けて動き出す女川築港と漁村集
落） 
明治 10 年代に鷲神地峡開削を軸とする 2 つの女川湾
開港計画が作成された。それは、1883（明治 16）年に達
邑容吉が計画して工学会誌にて発表した案と、1885（明
治 18）年に内務省上等技師山田寅吉が計画した案である。
両案とも明治になって堆積土砂の影響で衰退した河口
港を補完するために、鷲神地峡を開削して女川港を外港
とするような計画意図が共通してあった。1880 年代の鷲
神浜は入り江を挟み込むかたちで集落構成がなされて
きた。その入り江の奥には家屋が立地していないことも
あり、入り江の奥から万石浦へ続く地峡を開削して運河
を通し、石巻と連絡させる案が女川湾開港の実現可能を
高める上で必要不可欠な条件であった。 
 女川築港に向け、1883 年と 1885 年に計画案が提示
された。この 2 つの案は、1887（明治 20）年に出版され
た『女川港開築論』の第 3 章「女川港開築方法の事」に
おいて甲案、乙案として比較検討されており、当時代表
的な計画案であったことがわかる。 
 
図４達邑案 
 
５． 女川振興会 
女川港開発第一段階である明治～大正 13 年の開発は
全体計画といえるものはない中で、『女川港開築論』で
示された方法をもとに地元住民によって女川湾の開発
が行われていったのであった。 
 『女川港開築論』の方法による女川湾の開発は大正１
３年に鉄道が通されることで一応の完成に至った。しか
しその背後で時代は流れ、新たな開発が求められていく。
その大きな要因として挙げられるのが漁港の基地化で
あろう。女川湾は３大漁場である金華山に近いという有
利性を持つ天然の良港として認識されていた。そのため
遠洋漁業が発展していく前段階であるこの時期に女川
湾は基地としての漁港という機能が求められたのであ
る。 
 『女川港開築論』の方法による開発の時代が終わり、
新たな開発が求められていく中で新たな開発の指標と
なる方法論を持った磯村音介と女川との出会いが生ま
れた。 
 本章では磯村音介が女川にやってきて、どのように女
川港開発を行い、どのように港の空間が変容していった
のか、そして地元住民はその開発にどのように関わって
いったのかということを明らかにしていきたい。 
 
図 5磯村音介 
 
 磯村音介の女川への訪れは、資金に恵まれてこなか
った女川築港事業にとって大きな転機となった。女川と
の関係が生まれた磯村は、挫折続きの女川築港に情熱を
燃やす。女川港を漁港とする運動を具体的に推し進める
原動力は、まぎれもなく磯村音介が会長となって地元住
民総勢 437 名が集まって組織された女川振興会の活動
であった。女川振興会は会長の下に 7 名の理事を置き、
更にその下に各部落の代表者 1 名を置き、その他一般会
員を含め、会全体が構成される。磯村音介を会長に女川
町の全域から地元住民の有志が結集したのである。 
女川振興会は磯村を中心に結成されたが、地元住民に
よる組織としての色が強く出ている。そのことは磯村音
介が大正 13(1924）年女川に事前調査のため現地入りに
先立って佐久間忠雄に出した手紙にあらわれている。そ
の手紙は『女川町誌』や『磯村産業株式会社とグループ
会社の百年のあゆみ（上・下巻）』にも掲載されおり、
後者の著作から一部引用すると、「貴地の人と利害をと
もにするを最善策と信じ、依て資本は土地の人と折半に
なし度、（中略）而して向後何業に進展するとも、同一
方針を固守し、当方は半部の資本と知識とを提供し、」
とある。 この手紙から、女川振興会の活動の半分は地
元民が捻出した資本で成立していたとわかる。実際に磯
村は資本金 10 万円のうち 5 万円を出資し、残りの 5 万
円は会員によって、一口 5円計一万口になる出資で成立
した。このように出資金においても磯村音介が全額出資
するのではなく、地元民が半分、磯村が半分であった。 
女川振興会は女川と深くかかわる民間の人たちが中心
となって設立、運営されるべきだということを何よりも
磯村自身が感じ取っていた。この会の発足で、これまで
地先の土地を所有する人たちによってばらばらに進め
られてきた埋め立て事業が統率され、全体計画のもとに
埋め立て事業が進められるようになった。これは磯村の
功績が大きい。明治・大正期から埋め立てを行ってきた
地元住民の知恵と、経営などに関する磯村の知恵が合わ
さることで女川振興会の活動が始まる。 
 
図６女川振興会の開発 
６． 昭和 7年の国庫補助による開発 
 かつて漁村集落であった女川湾沿いの地域は明治 20
年(1887)から動き始めた女川湾築港開発によって近代
漁港へと変貌を遂げようとしていた。本来であれば近代
港湾は国庫補助による資金的な支援を受けて埋め立て
や湾内の浚渫を行うものであったが、女川湾の開発では
4 章でもみてきたように国庫補助を引き出せなかった港
湾であった。しかし女川湾の開発はそこで終わらず、5，
6 章でみてきたように地元住民が主体となって開発は行
われてきたのであった。そして昭和 5年(1930)までの開
発が実を結び、女川浜に近代港湾としての設備が一応の
完成に達すると、ついに念願の国庫補助が女川港整備に
もたらされ本格的に築港工事が進んでいく。 
この国庫補助時代には大きく姓名分布の変化が起こ
る。旧来からの姓名は開発によって新しくできた土地に
参入していき、一方で新たに女川町に流入してくる姓名
も非常に多かった。このような姓名の動きを港の開発に
沿ってみていきたい。 
昭和 7年(1932)、国庫補助による鷲神浜開発が起工す
る。女川を漁港とする動きは女川振興会が結成する前の
大正 11 年(1922)からあり、宮城県会は国庫補助で漁港
修築する港関して女川説と気仙沼説に意見が分かれ対
立していた。昭和 2年(1927)7月になり、ようやく女川、
気仙沼両港を県費で修築することが臨時県会満場一致
で可決された。気仙沼の工事は昭和 4年(1929)に大火が
あったその翌年に起工する。一方女川では、昭和 7 年
(1932)に県費で漁港修築を施行する主旨の意見書が提
出され、同年 9 月の宮城臨時県会において女川港を県費
で漁港修築整備を施すことが決まった。1870年代、1880
年代には財源の関係で補助が出なかった時代と比べ、大
きな変化があった。 
女川と気仙沼両港が国庫補助で開発されることが決
まった昭和 2年は、女川振興会の女川港工事が起工した
年でもあった。同年に女川振興会の工事は竣工する。や
はり女川振興会の開発が国庫補助を引き出す決め手に
なったのではないだろうか。 
「案内図」をみると女川浜、鷲神浜で商店の分布が多
くみられる。鷲神浜、女川浜の地先のような、埋め立て
によって開発された地には商店が多く立地するように
なっていた。魚市場や水産加工工場、冷蔵庫や製氷所な
どといった漁港設備と連携できる配置になっているこ
とがわかる。 
 商店は鷲神浜にもっとも多く分布している。そして女
川浜がそれに次ぎ、東伊勢や宮ヶ崎が少ない。 
 『女川町誌』には商店数の変遷がわかる表が記載され
ているため、それをもとに女川港全体の発展の流れをみ
ていきたい。『女川町誌』によると、鷲神浜では明治 33
年(1900)に 25戸、大正 8年(1919)に 43戸であった商店
が昭和 25年(1950)になると 214戸に激増する。  
女川港主要部における商店の数に関するこれらの表
をみていくと、鷲神浜、女川浜の商店が大正 8年(1919)
から昭和 25 年(1950)にかけて大きく増加していること
がわかる。その中でも昭和 25 年(1950)の鷲神浜にあっ
ては同年の女川浜の 2倍に近い数であった。これらの数
字から、昭和 14 年(1939)における商店の数もおおまか
ではあるが推測することができるだろう。 
 
図 7 昭和 14年の鷲神浜 
 女川港全体を通してみることにしたい。ここまで各地
域を詳細にみてきたことで、磯村音介が経営する磯村産
業が女川港に与えた変化の全容がみえてきた。磯村音介
が女川に来るまで女川湾ではそれぞれの浜の地元住民
が自分の浜の地先を開発していた。『案内図』をみると
鷲神浜の旧集落エリアでは木村姓の住居がある前に商
店もいくつか分布していることからもわかるだろう。自
分の開発した地に水産加工場などの漁業関連の施設を
設置していたように思われる。しかし磯村音介が女川港
開発に参入し、埋め立てが行われると、その埋立地を買
うことで旧集落エリアに留まらず、いくつかの姓名は新
しい土地に店や工場を立地させるようになる。磯村産業
は鷲神浜と女川浜の境界線を完全になくすとは言えな
いまでも薄める効果をもたらしたと言えるだろう。そう
して一つの女川港が生み出されたのである。 
 
 女川港の工場についてみていきたい。その数は全部
で 56ヶ所であり、そのうち水産加工場は 40ヶ所であっ
た。そのほとんどが水産加工場であり、女川浜に 22 ヶ
所、鷲神浜に 14 ヶ所あった。水産加工場に関しては漁
港設備の核がある女川浜に多かったようだ。 
 全工場のうち明治 10 年(1877)からの女川湾におけ
る旧来の姓が経営する工場は 28ヶ所であった［注 6-11］。
半数が旧来からの姓であり、残りの半数は 1877 年から
昭和 10 年(1935)にかけて行われた開発後に流入した姓
であった。工場の経営だけでいえば、旧来の姓と新興の
姓がほぼ同じ数となる。 
 工場の経営者の半数が新興の姓名であったように女
川港には外部からの流入も大きかったようであるが、そ
の人たちが店や工場を立地させるための土地は昭和 5年
(1930)までの女川振興会の開発、昭和 10 年(1935)まで
の国庫補助の開発によって生まれ、磯村産業によってそ
の多くが賃貸などされていったのである。 
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